幽かに 香 ひ はの ぼる。 蕾の さきが 尖って ゐ るの は 内 か 

ら のぼる 香 ひ を その 頂点で くひと めて ゐ るの だ。 花が 

ひらいた 時 は 香 ひも ひらいて しま ふ。 残りの 香の みの 

花 を 人 は 観て ゐる。 

2 

開いた 朝顔が 萎へ ると 蕾の やうになる。 それ も ちぢれ 

て 蕾の 巻いた 尖り は 喪 はれ、 香 ひのみ か 色まで が 揉み 



くち や だ。 その上に 落ち 散った 象 を紙卷 煙草の 吸殻 

の やう だとい へば 乾く。 火鉢の 灰の 中に 散らばる 紙 巻 

煙草の 吸殼を 朝顔の 散り 花の やう だとい へば 香 ひが つ 

く。 もの は 言 ひやう、 喩は 感じ 方な の だ。 

3 

風が 香 ひ をった へる のでない。 香 ひが 風 をす ずろ かせ 

るの だ。 

4 



風上に 置け ぬ 臭 ひなら、 風下に も 置いて よい 害 はない 

風 は ともあれ、 臭 ひ は 十 方 吹き 廻し だからで ある。 

5 

音波の 無 いところ に 香 ひ はない。 リズムの 無い ところ 

に 香 ひ は 揺り 曳 かない。 真空 鐘の 中には 香 ひ は 無い。 



香 ひの 流れと いふ ものが 眼に 見えるなら、 どんなに 微 

塵の 感情が 泳いで ゐ るか 色に 現れる であらう、 あの 金 

粉 酒の やうに。 

7 

す 力た 

うら 声と いふの が ある。 象に は 影が 添 ふ。 香 ひに も 

何かと 湿る ものが ある。 銀箔の 裏は黝 い。 裏 漉しの 香 

ひその もの こそ 香 ひらし く 染み出して 来る。 



香 ひ は ほろびない。 花 は 了 へても 香 ひ はの こる。 始め 

もな く 終り も 無い。 消える やうに 思へ るの は 色 を 眼の 

みで 観る 人の 錯覚で ある。 香 ひ は 染み こむ、 分解す る。 

9 

君 は 香 ひ を 鼻で 嗅いで ゐる のか。 香 ひ は 耳で 聞き、 皮 

膚で 聞き、 心頭で 風味すべき ものな の を。 

o 



蹏 で 香 ひ を 聞く もの、 それ は 鼠の みで は あるまい。 

3 

六十 一種と いふ 名香の 中に、 紅塵、 富士 煙な ど は 名 か 

らして 煙って ゐる。 一字の 月、 卓、 花 は 何と 近代の 新 

感情 を 盛る ことか。 ことに 隣家に いたって は、 秋 深う 

して 思 ひ 切なる ものが ある。 



香 ひ を こめた 色、 それが 句な の だら う。 鷗外 先生 は 匂 

をつ か はず、 常に 匀と 書かれた。 私も匀 としてみ たが、 

ど う にも 香 ひが y ^ もら ぬ やうな 気が して、 このごろ は 

また 匂に 還った。 

5 

白 薔薇 は その 葉 を嚙ん でも 白 薔薇の 香 ひがす る。 そ の 

香 ひ は 枝に も 根に も 創ら れてゐ る。 花と はじめて 香 ひ 

が 開く ので はない。 白 薔薇の 香 ひその ものが その 花 を 

咲かす ので ある。 



香魚 は 魚な のか 香 ひなの か。 鮎 鷹の 胃囊 なら 知って ゐ 

やまめ 

よう。 山女 魚 は 魚な のか、 水の 気な のか、 こんが りと 

でも 焼いたら、 その 香 ひ はとろ 火で 反り かへ る。 奧さ 

ん めしあがって みて ください。 

9 

鼻に つくから と い つて 香 ひの せゐ にす るの は ひど い。 

あまり 近寄ったり、 馴れつ こに おなりな さらぬ がよ い 



梅に 鶯が 類型で 古典的 だとい ふなら、 外の 小鳥 をと ま 

ら せて 御覧なさい。 なかなかし つくりと は ゆかぬ もの 

だ。 したが また 梅に 鶯ば かりで もどう いふ もの かな。 

2 

手と 歳月で 磨いた 古 鏡に は 香 ひが あらう。 むしろ 魂で 

磨いて あるから だ。 曇ったら 曇った でな ほと ゆかしい 

香 ひ はこ もる。 あの 硝子に 水銀と 朱 をな すった 板の 鏡 



の 中には、 たと ひ 色の 世界 は 映っても 香 ひ は 染み 入り 

そと 

さう にもない。 春雨で も 外にけ ぶって ゐれば またち が 

ふ 味 もこ もる であらう が。 



2 

2 



香 ひ を 嗅ぐ にも 角度が ある。 香 ひの 光 を 三稜鏡に 透か 

して 見たら、 目も綾な ものが あらう。 



香 ひから はじまる 夢 も ある。 しかし 多く は 白日の 夢 だ 

香 ひ は ロマンチシズムの 濛 気の やうで、 その実き はめ 

て リアルな もの だ。 何れ を もとり あつめて 深くなる ほ 

ど 悩ましい。 

4 

2 

香 ひの ピアノ は、 一 つ 一 つ キイ を 叩く ごとに、 一 つ 一 

つ 記憶が 奏鳴 する。 

5 

2 



一 つの 香 ひとい ふ もの は 有り得ない。 一 つの 花の香 ひ 

と 云っても、 それ は 幾つかの 香 ひが 調合され て、 えな 

らぬー つの 香 ひぶく ろ を 膨らませて ゐ るの だ。 

6 

2 

水の 中で 石 を 抱けば 軽々 とした もの だが、 香 ひの 海の 

中で 何を擁 へたら 軽くなる の だ。 

7 

2 



無上の 香 ひ は 天に ある やうに 思 はれる のか、 香 ひ は 極 

楽の 象徴で ある 時に、 地獄 はいつ も 色で 染められて ゐ 

る。 香 ひに も 身 を 焼く 炎 は あるの だが。 

8 

2 

清浄 高潔な 香 ひ は 鬼神 を も 泣かしめ る。 しかし また 胃 

囊をも 咽喉 元まで 引き あげる 香 ひも ある。 鴉の 好きな 

香 ひも ある。 
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